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異 物 は 手 軽 に 利 用 出 来 る

町 内 で い た し ま し う う 。
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毎 月 一 回 各 家 庭 に 配 布

町 の 人 口

（4 6 年 7 月 禾 現 在 ）

人　 口　 2 4 ， 3 0 5

男 1 1 ， 7 3 2

・女 1 2 ， 5 7 3

世 帯 数　 6 ， 9 1 6
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老
齢
年
金
（
十
年
年
金
）
の
受
給
は
じ
ま
る

拠出制国民年金
国
民
の
た
め
の
年

金
と
し
て
発
足
し
た

国
民
年
金
制
度
は
、

憲
法
の
規
定
す
る
窪

念
に
基
づ
き
、
老

齢
、
廃
疾
、
ま
た
は

死
亡
に
よ
っ
て
国
民

生
活
の
安
定
が
そ
こ

な
わ
れ
る
こ
と
を
、

国
民
の
共
同
連
帯
に

よ
っ
て
防
止
し
、
健

全
な
国
民
生
活
の
維

持
及
び
向
上
に
寄
与

す
る
目
的
で
昭
和
3
4

年
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
年
金
制
度
は

厚
生
年
金
保
険
や
各

種
共
済
組
合
な
ど
の

年
金
に
加
入
で
き
な

い
人
達
の
た
め
に
も

う
け
ら
れ
た
制
度
で

あ
り
、
老
齢
年
金
、

障
害
年
金
、
寡
婦
年

金
等
が
あ
り
、
今
度

受
給
す
る
も
の
は
老

令
年
金
の
う
ち
特
に

高
齢
任
意
加
入
者
（

明
治
3
9
・
4
・
2
～

明
治
4
4
・
4
・
1
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
）
で
昭
和
3
6
年
4
月

当
時
に
加
入
さ
れ
、
1
0
年
間
掛
金
を
完

納
さ
れ
た
人
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
、

全
国
で
1
0
0
万
人
、
県
内
で
5
万

人
、
本
町
で
は
2
人
が
該
当
者
と
し

て
受
給
さ
れ
ま
す
。
町
の
国
民
年
金
被

保
険
者
は
、
3
1
3
1
名
で
、
現
在
老

齢
年
金
の
受
給
資
格
者
は
8
0
名
あ
り

ま
す
が
、
6
5
才
に
な
る
の
を
ま
っ
て
お

り
、
今
度
、
初
の
支
給
を
受
け
る
人
は

大
庭
市
兵
衛
（
吉
田
一
）
、
高
田
君
子

（
下
二
町
住
）
の
お
二
人
で
す
。
町
よ
り

老
齢
年
金
一
回
日
の
受
給
者
と
し
て
記

念
品
が
進
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
国
民
年
金
推
進
の
影
の
協
力

者
と
し
て
1
0
年
の
な
か
き
に
渡
っ
て
集

金
業
務
に
は
げ
ま
れ
た
、
丸
山
、
影

佐
、
の
お
2
人
も
そ
の
功
労
に
対
し
て

感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
そ
の
労

が
た
た
え
ら
れ
ま
し
た
。

ほ
ん
と
う
に
よ
か
っ
た

国

　

民

　

年

　

金

大
庭
市
兵
衛
氏
談

「
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

非
常
に
う
れ
し
い
。

私
は
生
年
月
日
の
関
係
で
2
～
3
日

早
く
生
れ
て
い
る
と
こ
の
年
金
の
対
象

者
に
な
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
幸
い
に
し
て
対
象
期
間
に
入
っ
て

い
た
し
、
国
が
や
る
年
金
で
あ
り
掛
金

も
苦
労
す
る
ほ
ど
の
金
額
で
は
な
か
っ

た
の
で
当
初
抵
抗
な
く
加
入
で
き
ま
し

た
。1
0
年
間
を
な
か
く
感
じ
な
か
っ
た
の

も
掛
金
が
安
か
っ
た
革
と
、
集
金
に
毎

月
来
て
も
ら
っ
た
か
ら
だ
と
患
い
ま

す
。
年
金
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
好
き

な
本
を
買
い
、
残
り
は
小
使
い
銭
に
し

た
い
と
患
っ
て
い
ま
す
。
」
と
、
替
ら
れ

ま
し
た
。
高
度
成
長
を
続
け
る
経
済
界

の
中
で
年
額
わ
ず
か
6
万
円
（
月
5
千

円
）
と
言
う
少
い
額
で
は
あ
り
ま
す
か
、

自
分
で
自
由
に
使
え
る
お
金
が
定
期
的

に
入
っ
て
く
る
の
を
、
大
庭
さ
ん
た
ち

は
、
大
変
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。ト！・：●：‥：‥
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国
民
年
金
と
は
？

国
民
年
金
制
度
と
は
、
政
府
の
行
な

う
年
金
制
度
の
一
つ
で
、
歳
を
と
っ
た

り
、
け
が
を
し
た
り
、
一
家
の
働
き
手

が
死
亡
し
た
り
し
た
と
き
に
、
老
齢
年

も
、
や
が
て
は
歳
を
と
っ
て
働
け
な
く

な
る
と
き
が
や
っ
て
き
ま
す
。

そ
れ
に
国
民
の
寿
命
が
伸
び
て
い
る

の
で
今
か
ら
老
後
の
生
活
設
計
を
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
老
後
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

最
近
の
よ
う
に
交
通
事
故
の
多
い
と
き

に
は
、
い
つ
ど
こ
で
事
故
に
あ
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
が
、
国
民
年
金
に
加
入

し
て
お
け
ば
、
そ
の
よ
う
な
と
き
に
も

障
害
年
金
を
う
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
生

活
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
の
種
類
…
…

国
民
年
金
の
給
付
に
は
、
老
齢
年

金
、
通
算
老
齢
年
金
、
障
害
年
金
、
母

子
年
金
、
準
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
、

寡
婦
年
金
の
七
つ
の
年
金
と
、
死
亡
一

時
金
の
給
付
が
あ
り
ま
す
。

老
齢
年
金
…
…
保
険
料
納
付
済
期

間
、
保
険
料
免
除
期
間
、
ま
た
は
こ
れ

ら
の
合
算
期
間
が
2
5
年
以
上
あ
る
人
に

6
5
才
か
ら
支
給
さ
れ
、
2
5
年
間
保
険
料

裁
定
請
求
の
し
か
た

和
裁
定
請
求
に
必
要
な
も
の

老
齢
年
金
を
う
け
る
た
め
に
は
裁
定

精
求
の
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。裁
定
請
求
は
6
5
才
に
な
っ
た
ら
た
だ

ち
に
印
鑑
と
国
民
年
金
手
帳
を
持
参
し

て
、
役
場
の
住
民
課
窓
口
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
社
会
保
険
庁
か

ら
国
民
年
金
証
番
と
裁
定
通
知
書
が
と

ど
き
ま
す
。

⑨
繰
上
げ
諸
求

1
0
年
年
金
は
6
5
才
か
ら
6
万
円
の
満

額
年
金
を
う
け
る
の
が
た
て
ま
え
で
す

が
、
6
5
才
争
え
か
ら
で
も
受
給
資
格
が

出
来
て
い
れ
ば
6
0
才
か
ら
で
も
繰
上
げ

受
給
出
来
ま
す
が
、
減
額
さ
れ
た
年
金

額
に
な
り
一
生
減
額
の
ま
ま
で
す
。

、
ｂ
滞
納
期
間
が
あ
る
と

未
納
期
間
が
あ
る
と
年
金
額
が
少
な

く
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
7
0
才
か
ら
は

福
祉
年
金
に
切
警
告
れ
ま
す
。

㈲
年
金
の
受
給
方
法

年
金
の
受
給
は
希
望
さ
れ
る
銀
行
や

郵
便
局
で
受
給
出
来
ま
す
。
裁
定
請
求

の
と
き
に
手
続
き
く
だ
さ
い
。

⑤
年
金
の
支
払
期
日

老
齢
年
金
は
毎
年
2
月
に
1
1
、
㍗

1
月
分
を
。
5
月
に
2
、
3
、
4
月

分
、
8
月
に
5
、
6
、
7
月
分
、
1
1
月

に
8
、
9
、
1
0
月
分
の
3
ケ
月
分
が
支

払
わ
れ
ま
す
。

通
算
老
齢
年
金
は
毎
年
6
月
、
ュ
2
月

が
支
払
月
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
支
払
月
の
前
月
ま
で
の
6
カ
月
分

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

金
、
障
害
年
金
、
母
子

年
金
等
を
支
給
し
て
、

生
活
を
保
障
し
よ
う
と

す
る
制
度
で
す
。

加
入
者
が
前
も
っ
て

保
険
料
を
積
み
た
て
、

さ
ら
に
国
も
保
険
料
の

半
額
を
負
担
し
て
年
金

の
財
源
と
し
て
い
ま

す
。非

常
に
利
益
に

な
る
国
民
年
金

制
度
・
＝
…

若
い
人
達
の
中
に
は

年
金
が
実
際
に
も
ら
え

る
の
は
遠
い
将
来
の
こ

と
だ
か
ら
と
い
っ
て
加

入
の
届
け
出
を
渋
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
が
、
今

は
元
気
で
働
い
て
い
て

を
納
付
し
た
場
合
は
6

万
6
、
0
0
0
円
（
月

景
額
、
8
0
0
0
円
）
と

風
な
っ
て
い
ま
す
。

彰
　
通
算
老
齢
年
金

表
　
保
険
料
納
付
済
期
間

者
ま
た
は
保
険
料
免
除
期

受
加
入
期
間
と
合
わ
せ
て

の
2
5
年
以
上
あ
る
場
合

つ
に
、
6
5
才
か
ら
支
給
さ

ま
れ
ま
す
。

障
害
年
金
…
…
保
険
料
を
1
年
以

上
納
め
た
の
ち
に
病
気
や
け
が
を
し

て
、
一
定
の
障
害
を
受
け
た
人
に
支
給

さ
れ
、
そ
の
額
は
9
万
6
0
0
0
円
、

障
害
の
程
度
が
重
い
場
合
は
1
2
万
円
が

最
低
保
障
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

母
子
年
金
…
…
準
母
子
年
金
は
、

保
険
料
を
1
年
以
上
納
め
た
の
ち
に
、

一
家
の
働
き
手
で
あ
る
夫
や
父
や
祖
父

が
死
亡
し
た
と
き
に
支
給
さ
れ
、
そ
の

額
は
定
額
で
9
万
1
2
0
0
円
と
な
っ

て
お
り
、
子
が
二
人
の
と
き
は
9
万
6

0
0
0
円
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

勤
め
人
の
奥
さ
ん
の
場
合
に
は
、
夫

が
加
入
し
て
い
た
年
金
制
度
か
ら
遺
族

年
金
が
支
給
さ
れ
、
ま
た
国
民
年
金
か

ら
も
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

遺
児
年
金
…
…
保
険
料
を
1
年
以

上
納
め
た
の
ち
に
、
両
親
と
死
別
し
た

1
8
才
未
満
の
孤
児
に
支
給
さ
れ
、
そ
の

額
は
子
が
一
人
の
と
き
は
9
万
1
2
0

0
0
円
、
子
が
二
人
の
と
き
は
9
万
6

0
0
0
円
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

寡
婦
年
金
…
…
夫
が
老
齢
年
金
の

受
給
資
格
を
満
た
し
な
が
ら
年
金
を
も

ら
わ
ず
に
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
夫
と

1
0
年
以
上
つ
れ
そ
っ
た
妻
に
6
0
才
か
ら

6
5
才
ま
で
の
5
年
間
夫
が
う
け
る
は
ず

で
あ
っ
た
老
齢
年
金
の
額
の
半
分
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

△
相
続
と
は

人
が
死
亡
す
る
と
、
そ
の
人
が
持
っ

て
い
た
財
産
や
権
利
義
務
を
相
続
人
が

引
き
触
ざ
ま
す
。

こ
れ
を
相
続
と
い
い
ま
す
。
相
続
は

死
亡
し
た
人
が
持
っ
て
い
た
す
べ
て
の

も
の
を
引
き
紐
ざ
ま
す
が
、
税
理
士
や

弁
護
士
の
資
格
の
よ
う
に
、
引
き
つ
か

れ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

相
続
人
は
、
ふ
つ
う
死
亡
し
た
人
の

配
偶
者
と
子
で
す
。
子
が
い
な
い
と
き

は
、
配
偶
者
と
直
系
尊
属
、
子
も
直
系

尊
属
も
い
な
い
と
き
は
、
配
偶
者
と
兄

弟
姉
妹
が
相
続
人
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
相
椀
開
始
前
に
子
が
死
亡
し

て
い
て
孫
が
い
る
と
き
は
、
孫
は
子
と

同
じ
立
場
で
相
続
人
と
な
り
ま
す
。

遺
産
の
分
け
か
た
は
、
相
続
人
の
間

で
自
由
に
き
め
て
よ
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
民
法
で
は
法
定
相
続
分
と

し
て
次
の
よ
う
な
割
合
を
定
め
て
い
ま

す
。
1
　
相
続
人
が
配
偶
者
と
子
の
場
合
配

偶
者
が
宛
、
子
％

2
　
相
椀
人
が
配
偶
者
と
直
系
尊
属
の

知
　
っ
　
て
お
＝
き

し
た
が
っ
て
、
遺
産
総
額
が
、
基

礎
控
除
額
と
遺
産
に
か
か
る
配
偶
者

控
除
の
合
計
額
を
下
回
る
と
き
は
、

相
続
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

2
　
1
で
計
算
し
た
、
課
税
さ
れ
る
遺

産
総
額
を
各
相
続
人
が
法
定
相
続
分

に
応
じ
て
取
得
し
た
も
の
と
仮
定
し

た
場
合
の
金
額
を
計
算
し
ま
す
。
こ

の
金
額
に
そ
れ
ぞ
れ
税
率
を
か
け
て

税
額
を
算
出
し
、
そ
の
金
額
を
合
計

し
ま
す
。
こ
れ
か
相
続
税
の
税
額
で

す
。

3
　
各
相
続
人
が
納
め
る
税
額
は
2
で

計
算
し
た
相
続
税
の
税
怨
を
実
際
に

取
得
し
た
遺
産
額
に
応
じ
て
あ
ん
分

し
た
も
の
で
す
が
、
配
偶
者
や
未
成

年
者
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
税
額
の

控
除
が
あ
り
ま
す
。

配
偶
者
の
税
額
控
除
額
は
、
被
相

続
人
の
遺
産
総
額
（
こ
の
額
が
3
千

万
円
を
こ
え
る
と
き
は
3
千
万
円
と

し
ま
す
）
を
、
各
相
続
人
が
法
定
相

続
分
に
応
じ
て
取
得
し
た
も
の
と
し

て
計
算
し
た
場
合
に
、
そ
の
配
偶
者

に
つ
い
て
算
出
さ
れ
る
相
椀
税
額
に
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年
は
、
昭
和
凱
右
か
　
死
亡
二
時
金
…
…
保
険
料
昔

齢
ら
、
国
民
年
金
に
加
入
年
以
上
納
め
た
人
が
年
金
を
も
ら
わ
ず

老
す
る
ま
で
の
配
偶
者
期
に
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ
の
人
の
遺
族

間
は
、
通
算
老
齢
年
金
で
生
前
そ
の
人
と
一
緒
に
生
活
し
て
い

の
資
格
期
間
に
な
り
ま
た
人
に
保
険
料
を
納
め
た
年
数
に
応
じ

福

祉

年

金

と

は

…

…

福
祉
年
金
は
、
7
0
才
以
上
の
人
、
重

度
の
身
体
障
害
者
、
夫
や
祖
父
な
ど
を

亡
く
し
て
母
子
・
準
母
子
の
状
態
に
あ

る
人
に
支
給
さ
れ
る
年
金
で
す
。

福
祉
年
金
の
所
得
制
限
額

が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

福
祉
年
金
は
、
福
祉
年
金
を
受
け
て

い
る
本
人
、
そ
の
配
偶
者
、
ま
た
は
福

祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人
を
実
腹
に
扶

養
し
て
い
る
人
の
、
前
年
の
所
得
が
、

一
定
の
額
を
こ
え
て
い
る
と
き
は
、
そ

の
年
の
5
月
か
ら
翌
年
の
4
月
ま
で

支
給
停
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

今
年
は
こ
の
所
得
限
度
額
が
引
き
上

げ
ら
れ
、
老
齢
福
祉
年
金
ま
た
は
障
害

福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
本
人
の
場
合

は
「
3
2
万
円
」
か
ら
「
3
5
万
円
」
に
、

母
子
福
祉
年
金
ま
た
は
準
母
子
福
祉
年

金
を
受
け
て
い
る
本
人
の
場
合
は
、
扶

養
親
族
一
人
の
と
き
で
「
6
9
万
3
3
7

5
円
」
に
、
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る

人
の
配
偶
者
ま
た
は
福
祉
年
金
を
受
け

て
い
る
人
を
実
際
に
扶
養
し
て
い
る
人

の
場
合
は
、
扶
養
親
族
5
人
の
と
き
で

「

1

0

5

万

9

4

0

0

円

」

か

ら

「

1

4
3
万
9
0
0
0
円
」
に
そ
れ
ぞ
れ
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

す
の
で
、
そ
の
期
間
の
分
だ
け
年
金
を
て
1
万
円
か
ら
5
万
2
0
0
0
円
が
支

う
け
る
権
利
が
早
く
え
ら
れ
ま
す
。
　
給
さ
れ
ま
す
。

気
〓
軽
に
利
用
く
だ
さ
　
い

申
商
企
業
者
む
け
融
資
制
度

○
『
運
転
設
備
資
金
』
と
し
て
、
無
担

保
無
保
証
人
資
金
・
協
同
組
合
強
化
資

金
・
合
理
化
資
金
。

○
『
運
転
費
金
』
と
し
て
、
小
口
事
業

資
金
・
季
節
資
金
・
産
炭
地
由
小
企
業

特
別
振
興
費
金
。

○
『
設
備
費
金
山
と
し
て
、
店
舗
改
善

資
金
・
設
備
近
代
化
資
金
・
共
同
施
設

資
金
・
小
売
商
業
店
舗
共
同
化
資
金
が

あ
り
ま
す
。

が
、
誰
れ
も
が
利
用
で
き
ま
す
の
で
、

役
場
商
工
傾
、
ま
た
は
水
巻
町
商
工
会

に
ど
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
無
担
保
無
保
証
人
資
金
・
協

同
組
合
強
化
資
金
・
合
理
化
資
金
・
小

口
事
業
資
金
・
産
境
地
由
小
企
業
特
別

振
興
資
金
に
つ
い
て
は
、
町
が
、
利
子

の
う
ち
三
分
を
支
払
う
「
利
子
補
給
制

度
」
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ

を
利
用
さ
れ
て
い
る
事
業
者
は
町
も
し

工
業
者
な
ら
条
件
は
あ
り
ま
す
く
は
商
工
会
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

相

続

と

税

金

場
合
配
偶
者
抜
、
直
系
尊
属
％

3
　
相
続
人
が
配
偶
者
と
兄
弟
姉
妹
の

場
合
配
偶
者
％
、
兄
弟
姉
妹
鴻

な
お
、
同
順
位
の
人
が
数
人
い
る
と

き
は
、
前
記
の
割
合
を
さ
ら
に
均
等
に

分
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

△
相
続
税
の
計
算

相
続
や
遺
贈
（
遺
言
に
よ
る
贈
与
）
に

よ
っ
て
財
産
を
取
得
し
た
と
き
に
は
、

相
続
税
が
か
か
り
ま
す
。
相
続
税
の
計

算
は
次
の
よ
う
に
し
て
行
な
い
ま
す
。

1
　
遺
産
総
額
か
ら
基
礎
控
除
額
と
遺

産
に
か
か
る
配
偶
者
控
除
額
を
差
し

！
課
税
さ
れ
る
遺
産
総
額
を

計
算
し
ま
す
。
基
礎
控
除
顔
は
4
百

万
円
と
、
8
0
万
円
に
相
続
人
の
数
を

か
け
た
金
額
で
す
。

遺
産
に
か
か
る
配
偶
者
控
除
額

は
、
相
続
人
の
な
か
に
、
披
相
棟
人
（

死
亡
し
た
人
）
と
の
婚
姻
期
間
が
1
0

年
を
こ
え
る
配
偶
者
が
あ
る
場
合
に

受
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。
控
除
額
は

婚
姻
期
間
の
う
ち
ュ
0
年
を
こ
え
る
部

分
の
年
数
に
4
0
万
円
を
か
け
た
金
額

㌧
′
ノ
が
4
百
万
円
が
最
高
限
度
で
す

あ
た
る
金
額
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
遺
産
総
額
が
3
千

万
円
以
下
で
、
配
偶
者
が
法
定
相
続

分
以
内
の
財
産
を
相
続
し
た
と
き
に

は
、
そ
の
配
偶
者
は
相
椀
税
を
納
め

な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

未
成
年
者
控
除
額
は
、
1
万
円
に

そ
の
未
成
年
者
が
2
0
才
に
連
す
る
ま

で
の
年
数
を
か
け
た
金
額
で
す
。

△
相
続
税
が
か
か
ら
な
い
財
産

1
　
墓
所
、
仏
だ
ん
仏
具
な
ど
。

2
　
相
続
人
が
受
け
取
っ
た
生
命
保
険

金
の
う
ち
、
原
則
と
し
て
相
続
人
ご

と
に
そ
れ
ぞ
1
5
0
万
円
ま
で
の
金

頸
3
　
相
続
人
が
受
け
取
っ
た
退
職
手
当

金
な
ど
の
う
ち
、
原
則
と
し
て
相
続

人
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
8
0
万
円
ま
で
の

金
額
。

4
　
相
続
や
遺
贈
に
よ
っ
て
取
得
し
た

財
産
を
相
続
税
の
申
告
期
限
ま
で

に
、
国
や
地
方
公
共
団
体
ま
た
は
特

定
の
公
益
法
人
に
寄
付
し
た
場
合
、

そ
の
寄
付
し
た
財
産
。

ｈ■■＿＿．＿■ご飽．．．．－．．．＿＿＿．＿伽、　＿．．ｔ，一＿．．＿．＿＿し．∴、．＿．＿＿．＿
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昭
和
4
6
年
7
月
議
会
で
　
じ
尿
汲
取
り
手
数
料
、
ゴ
ミ
取
り

手
数
料
金
が
、
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

＜
ゴ
ミ
取
り
手
数
料
）

8
月
1
日
よ
り
実
施

（
し
尿
汲
取
り
手
数
料
＞

7
月
1
日
よ
り
実
施

甲

乙

明
家
出
少
年
の
発
見
保
護

に
つ
と
め
ま
し
ょ
う

秋
は
最
も
家
出
の
多
い
季
節
で
す
。

家
出
は
家
庭
を
暗
く
し
、
家
族
を
不
幸

に
し
ま
す
。

そ
こ
で
警
察
は
9
月
中
、
特
に
．
家

ピ
た
少
年
は
1
0
7
9
人
、
県
下
全
体

で
2
5
3
ュ
人
で
あ
り
4
3
％
を
し
め
て

い
ま
す
。
家
出
少
圧
Ｔ
の
多
く
は
所
持
金
も
な
く

無
計
画
の
ま
ま
家
を
と
び
だ
し
、
生
活

に
困
っ
て
盗
み
を
し
た
り
、
不
良
グ
ル

ー
プ
の
仲
間
に
は
い
る
な
ど
、
非
行
を

重
ね
る
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
と
に
女
子
の
場
合
は
悪
い
業
者
や

暴
力
団
員
な
ど
の
く
い
も
の
に
さ
れ
た

り
、
知
ら
な
い
間
に
前
借
金
を
背
負
わ

さ
れ
、
接
客
婦
と
し
て
働
く
な
ど
、
転

落
の
道
を
た
ど
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う

で
す
。家
族
の
方
は
次
の
よ
う
な
兆
候
に
よ

く
注
意
し
少
年
の
家
出
を
防
止
し
ま
し

ま
し
ょ
う
。

○
独
り
考
え
こ
む
こ
と
が
多
く
な
る
。

○
学
校
や
仕
事
を
な
ま
け
る
。

○
家
の
預
金
通
帳
や
印
鑑
を
も
ち
出
そ

う
と
す
る
。

○
親
の
注
意
や
叱
責
な
ど
に
す
ぐ
反
抗

的
に
な
る
。

ま
た
家
の
者
で
解
決
で
き
な
い
問
題

が
あ
る
と
き
、
親
の
い
う
こ
と
を
聞
か

な
い
よ
う
な
時
は
、
早
め
に
警
察
署
の

窓
口
（
少
年
係
）
や
、
学
校
の
先
生
、

少
年
補
導
員
な
ど
に
相
談
し
て
早
く
手

出
藍
Ｔ
の
発
見
保
護
と
少
醇
の
福
祉
を
を
・
つ
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

事
す
る
犯
罪
の
取
り
締
タ
に
力
を
そ

そ
ぐ
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

昭
和
4
5
年
中
に
北
九
州
地
区
で
家
出

市
民
の
方
も
街
頭
や
盛
り
場
な
ど
で

た
と
き
は
、
近
く
の
派
出
所
、
警
察
署

ま
た
は
1
1
0
番
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

、
Ｊ
 
Ｏ

～
Ｖ

家
出
人
を
さ
が
す
相
談

所
開
設

こ
の
た
び
、
北
九
州
市
警
察
部
と
北

九
州
地
区
の
各
警
察
署
が
共
同
で
「
家

出
人
等
を
さ
か
す
相
談
所
」
を
開
没
し

ま
す
。相
談
所
に
は
、
本
県
は
も
ち
ろ
ん
全

国
各
地
で
身
元
の
わ
か
ら
な
い
死
者
の

顔
写
真
や
記
録
な
ど
を
沢
山
そ
ろ
え
、

こ
れ
ら
の
資
料
を
も
と
に
い
ろ
い
ろ
禍

査
し
て
、
そ
の
結
果
を
お
伝
え
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

ど
家
族
や
知
人
で
、
家
出
し
た
ま
ま

帰
っ
て
こ
な
い
人
、
音
信
も
な
く
死
亡

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る

人
な
ど
が
あ
っ
て
、
日
夜
心
配
さ
れ
て

お
ら
れ
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
是
非
相

談
に
お
い
で
下
さ
い
。

◎

日

時

　

9

月

6

日

～

9

月

⊥

0

日

毎
日
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
4
時

◎
場
所
　
北
九
州
市
小
倉
区
城
内
、
北

九
州
市
警
察
部

消
防
署
へ
の
連
絡
は

㊥

1

0

1

1

9

番

日曜当番医

診察時間　9時～17時

8月29日　有　留　医　院

（電㊥～1394）

9月5日　中　村　医　院

（電㊥～5820）

〃12日　小　田　医　院

（電㊥～0749）

〃19日　長谷川医院

（電㊥～1017）

で26日　伊　藤　医・院

（應㊨～0527〕

救急病院　斉　藤　医　院

（電～⑳5261）

日
炭
電
話
5
9
9
番
（
消
防
署
）
が

ケ
ー
ブ
ル
故
障
の
た
め
不
通
と
な
り
、

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
役
場
（
5
5
4
番
）
と

消
防
署
の
電
話
が
同
じ
番
号
と
な
っ
て

い
ま
す
。
火
事
な
ど
の
緊
急
事
態
で
昆

炭
電
帯
を
使
用
し
、
消
防
署
へ
電
話
す

る
と
き
は
「
5
5
4
番
（
役
場
）
」
へ

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
一
般
亀
有
で
の
消
防
署
へ
の

連
絡
は
①
－
0
1
1
9
番
で
す
。

郷
土
の
ほ
こ
り

き
れ
い
な
道
路

「
道
路
を
ま
も
る
月
間
」
8
月

1
日
か
ら
8
月
3
1
日
ま
で

昭
和
4
6
年
度
「
道
路
を
ま
も
る
月
間

」
が
8
月
1
日
か
ら
8
月
3
1
日
ま
で
行

道
路
を
ク
広
く
．
タ
美
し
く
．
タ
安
　
し
な
い
よ
う
に
。

全
に
■
使
用
す
る
た
め
に
次
の
こ
と
を
⑨
道
路
に
土
砂
、
ご
み
等
を
捨
て
な
い

守
り
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
に
。

①
道
路
と
く
に
歩
道
に
、
自
転
車
、
商
④
道
路
に
煙
草
の
す
い
か
ら
、
紙
く

品
等
を
置
か
な
い
よ
う
に
。
　
　
　
ず
、
空
か
ん
等
を
捨
て
な
い
よ
う

⑧
道
路
を
作
業
場
と
し
て
不
法
に
使
用
　
に
。

※
福
岡
県
警
察
官
募
集

福
岡
県
警
察
で
は
次
の
と
お
り
警
察

官
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

▽
受
験
資
格

昭
和
ュ
9
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
2
9
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子

▽
試
験
期
日

第
一
次
…
…
昭
和
4
6
年
1
0
月
ュ
0
日

第
二
次
…
…
昭
和
4
6
年
1
1
月
由
旬

▽
受
験
申
込
書
の
受
付
期
間

9

月

1

日

～

9

月

3

0

日

▽
受
験
用
紙
の
請
求
先

○
福
岡
市
天
神
一
丁
目
一
番
一
号

福
岡
県
警
察
本
部
警
帯
裸
試
験
係

○
福
岡
県
下
の
各
警
察
署

※
あ
な
た
も
募
集
し
ま

せ
ん
か

福
岡
県
警
察
本
部
で
は
、
派
出
所
、

駐
在
所
の
所
在
場
所
を
明
確
に
示
す
た

め
、
遣
路
上
に
嘩
ボ
板
を
投
置
す
る
こ

と
に
な
り
、
そ
の
標
示
板
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
墓
資
格
は
、
福
岡
県
民
で
性
別
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
水
泳
部
結
成
さ
れ
る
／

我
が
国
は
四
面
を
海
に
囲
ま
れ
て
い

る
為
、
水
泳
は
昔
か
ら
人
々
に
親
し
ま

れ
て
き
た
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
、
終
戦
後

の
混
乱
期
に
世
界
の
飛
魚
古
橋
、
橋
爪

の
両
選
手
を
生
み
出
し
、
国
民
の
心
に

明
る
い
光
を
投
げ
か
け
た
ス
ポ
ー
ツ
で

も
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契

そ
し
て
、
健
全
な
膏
血
蔭
Ｔ
の
育
成
を
目

的
と
し
て
、
去
る
7
月
1
8
日
下
二
小
学

校
体
育
館
に
お
い
て
下
二
、
机
、
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
水
泳
部
の
結
成
式
が
父
兄

機
と
し
て
、
理
解
と
感
や
関
係
者
出
席
の
も
と
に
お
こ
な
わ
れ

心
が
高
ま
り
、
現
在
に
ま
し
た
。

い
た
っ
て
は
プ
ー
ル
等
　
式
は
開
式
の
辞
の
あ
と
、
本
部
長
あ

の
設
備
の
充
実
に
よ
い
さ
つ
、
設
立
ま
で
の
経
過
報
告
、
拇

り
、
ま
す
ま
す
大
衆
ス
導
者
の
紹
介
、
団
員
認
定
者
の
授
与
、

ボ
ー
ッ
と
し
て
愛
好
さ
来
賓
祝
辞
、
団
員
の
誓
い
の
言
葉
、
先

れ
る
棟
に
な
り
ま
し

た
。し
か
し
一
方
に
お
い

て
は
、
充
分
な
知
識
と

技
術
を
身
に
つ
け
て
い

な
い
為
に
起
き
る
水
に

よ
る
悲
し
い
事
故
は
、

後
を
た
ち
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
正
し
い
水

泳
の
普
及
と
事
故
防
止

輩
変
ｍ
Ｔ
団
で
あ
る
Ｆ
剣
道
、
バ
レ
ー
少

年
団
』
の
紹
介
と
お
祝
い
の
こ
と
ば
が

あ
り
約
一
時
間
で
式
は
終
り
ま
し
た
。

つ
ず
い
て
同
校
プ
ー
ル
に
お
い
て
指

導
者
に
よ
る
各
種
模
範
泳
法
が
お
こ
な

わ
れ
各
団
員
は
机
校
、
下
二
校
の
順
序

で
水
泳
の
成
果
を
元
気
よ
く
披
推
し
ま

し
た
。
（
写
真
は
、
水
泳
の
成
果
を
元
気

よ
く
披
露
す
る
少
年
団
員
）

家

出

人

と

患

わ

れ

る

少

年

を

発

見

さ

れ

　

　

日

炭

電

話

5

5

4

番

な

わ

れ

ま

す

。
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．
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Ｗ
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．
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．
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．
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．
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、
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．
－
…
、
ｔ
－
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．
ｔ
．
ミ
．
ｉ
．
…
．
．
－
書
毎
会
高
い
ま
せ
ん
。
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パ
ラ
グ
ワ
イ
は
南
米
大
陸
の
中
部
に

あ
り
、
海
に
面
し
て
い
な
い
内
陸
国
で

す
。そ
の
面
積
は
4
0
万
6
千
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
、
わ
が
国
よ
り
も
少
し
広

い
く
ら
い
で
す
。
こ
の
国
は
西
暦
1
5

3
5
年
ス
ペ
イ
ン
の
植
民
地
と
な
り
1

8
1
1
年
独
立
し
、
1
8
4
4
年
に
共

和
国
と
な
り
ま
し
た
。

1
8
6
4
年
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
・
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
・
ウ
ル
グ
ワ
イ
の
三
国
を
相

手
に
五
年
間
に
わ
た
っ
て
戦
争
を
し
ま

し
た
が
、
悲
惨
な
敗
戦
に
よ
り
国
土
お

よ
び
人
的
資
源
を
失
い
ま
し
た
。

ま
た
、
1
8
7
0
年
以
来
ボ
リ
ビ
ア

と
の
国
境
紛
争
が
絶
え
ず
、
1
9
3
2

年
か
ら
3
年
に
も
及
ぶ
チ
ヤ
コ
戦
争

で
、
国
力
は
ま
す
ま
す
宙
と
ろ
え
ま
し

た
が
、
近
年
、
平
和
的
な
農
牧
国
と
し

て
再
建
に
努
力
し
低
開
発
国
援
助
と
あ

い
ま
っ
て
発
展
し
っ
つ
あ
り
ま
す
。

人
口
は
約
2
0
0
万
人
と
い
わ
れ
、

そ
の
9
6
％
が
ス
ペ
イ
ン
系
移
住
者
と
現

地
イ
ン
デ
オ
で
あ
る
グ
ワ
ラ
ニ
ー
族
と

の
混
血
で
あ
り
、
新
し
く
移
住
し
て
き

た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
や
そ
の
子
孫
が
2

％
、
更
に
未
開
の
ま
ま
の
原
住
民
約
7

万
人
が
広
大
な
チ
ヤ
コ
地
帯
で
原
始
的

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
が
、
黒
人
は
全

く
い
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
人
は
二
世
を
含
め
て
約
7
千
人

で
、
ア
ル
ト
パ
ラ
ナ
・
フ
ラ
ム
・
イ
ブ

ア
ス
ー
ラ
・
コ
ル
メ
ナ
移
住
地
を
中
心

に
居
住
し
て
い
ま
す
。

佃
産
　
業

パ
ラ
グ
ワ
イ
は
農
業
・
牧
畜
業
・
林

萱
基
礎
に
し
た
農
牧
国
で
国
民
の
6
5

％
が
農
業
に
従
事
し
て
い
ま
す
が
、
耕

地
両
棲
は
国
土
の
1
％
に
す
ぎ
ま
せ

ん
。
牧
場
は
全
土
の
3
9
・
6
％
に
あ
た

り
、
主
と
し
て
チ
ヤ
コ
地
方
に
あ
り
ま

す
。
主
要
農
産
物
は
タ
バ
コ
・
綿
花
・

と
う
も
ろ
こ
し
・
小
麦
・
桐
油
・
マ
テ

茶
な
ど
、
牧
畜
で
は
牛
が
最
も
多
く
約

5
5
0
万
頭
（
住
民
1
人
に
約
3
頭
の

割
合
）
も
飼
育
さ
れ
ま
す
。

こ
の
国
の
工
業
は
ま
だ
十
分
に
発
達

し
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
牛
な
ど
の
飼
育

が
盛
ん
な
た
め
食
肉
加
工
は
相
当
盛
ん

な
よ
う
で
す
。
そ
の
他
の
工
業
は
小
規

模
、
小
資
本
で
個
人
的
な
も
の
が
多

く
、
そ
の
う
ち
比
較
的
大
き
な
の
は
外

一海　外　移　住

パラグワイ

相識知

て
い
ま
す
が
、
一
般
に
は
ス
ペ
イ
ン
語

と
な
ら
ん
で
グ
ァ
ラ
ニ
ー
語
も
通
用
し

て
い
ま
す
。
ス
ペ
イ
ン
人
の
も
た
ら
し

た
イ
ベ
リ
ア
文
化
も
、
土
着
グ
ァ
ラ
ニ

ー
族
の
人
た
ち
が
持
っ
て
い
た
素
朴
で

す
が
、
力
強
い
文
化
の
影
響
を
受
け

て
、
い
わ
ゆ
る
グ
ァ
ラ
ｌ
Ｔ
、
エ
ス
パ

ニ
ョ
ル
と
呼
ば
れ
る
独
特
の
文
化
形
態

を
つ
く
り
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
グ
ァ
ラ
ニ
ー
、
エ
ス
パ
ニ
ョ
ル

精
神
が
今
日
の
パ
ラ
グ
ワ
イ
の
民
族
主

義
思
想
の
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
一
方
で
は
ラ
テ
ン
文
化
の
伝

統
を
受
継
い
で
い
る
と
と
も
に
、
他
方

土
着
の
グ
ァ
ラ
ニ
ー
精
神
が
堅
持
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
に
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
文

化
の
特
色
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

束
づ
け
ら
れ
ま
す
。
日
本
人
移
住
者
は

子
弟
教
育
に
熱
心
で
、
多
く
の
子
弟
を

高
校
、
大
学
へ
と
通
学
さ
せ
て
い
ま
す
。
°
．

㈹
日
系
人
の
現
状
　
　
㌻
希
望
の
方
は
、
水
巻
町
役
場
企
画

卒
業
者
は
エ
リ
ー
ト
と
し
て
将
来
が
約
品

て
い
ま
す
。
大
学
は
2
校
の
み
で
、
大
学

鮭
鋳
鋼
絹
琵
絹
針
絹
針

先
は
福
岡
天
神
一
丁
里
の
一
、
補
間

県
警
察
本
部
防
犯
部
外
勤
課

買
4
7
年
版
県
民
手
帳
発
行

一
一

パ
ラ
グ
ワ
イ
に
は
、
昭
和
1
1
年
（
ュ

9
3
6
年
）
ラ
・
コ
ル
メ
ナ
移
住
地
に
織

国
資
本
の
企
業
が
多
い
よ
う
で
す
。
・
用
宗
　
教

主
要
輸
出
品
は
木
材
、
タ
ン
ニ
ン
、
国
教
は
カ
ト
リ
ッ
ク
で
国
民
の
大
部

皮
革
、
牛
肉
、
油
脂
類
で
、
木
材
は
輸
出
分
が
熱
心
な
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
す
。

総
額
の
約
3
2
％
を
占
め
、
国
家
経
済
の
個
数
　
育

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
小
学
校
は
義
務
制
で
6
ヶ
年
で
す
。

㈲
文
　
化
　
　
　
　
　
　
　
由
学
校
は
3
ヶ
年
、
高
校
も
3
ヶ
年
で

言
葉
は
ス
ペ
イ
ン
語
を
公
用
語
と
し
大
学
は
専
門
課
程
に
よ
っ
て
4
～
6
年

日
本
人
が
入
植
し
、
現
在
二
世
な
ど
を

含
め
て
約
7
2
0
0
人
ぐ
ら
い
が
在
住

し
て
い
ま
す
。
そ
の
殆
ん
と
は
農
業
に

従
事
し
て
い
ま
す
が
、
都
市
に
出
て
自

動
車
修
理
工
場
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
雑
貨

店
、
理
髪
店
、
簡
易
旅
飴
、
八
百
塵
な

ど
を
営
ん
で
い
る
人
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
農
業
経
営
で
パ
ラ
グ
ワ

イ
の
第
一
次
生
産
物
の
生
産
で
国
民
に

う
る
お
い
を
与
え
て
い
ま
す
。
最
近
は

二
世
が
大
学
な
ど
を
卒
業
し
社
会
に
連

出
し
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
、
日
系
人
社

会
で
は
将
来
に
大
き
な
望
み
を
か
け
て

い
ま
す
。
（
次
回
は
、
ボ
リ
ビ
ア
で
す
）

管
理
室
掴
査
資
料
係
ま
で
申
込
み
下
さ

い
。
（
電
⑳
～
0
6
3
1
）

申
込
締
切
　
昭
和
4
6
年
9
月
1
0
日

価
格
　
1
4
0
円
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